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東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第１０回会合

資料３

現地調査結果について

～令和２年１月１７日現地調査結果（４号機原子炉建屋）～

～ 令和２年１月３０日現地調査結果（２号機オペフロ） ～
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４号機原子炉建屋内の調査結果について

～令和２年１月１７日現地調査結果～



４号機原子炉建屋内の現地調査の実施概要
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（１）目的

原子力規制庁が行った３号機原子炉建屋３階の調査結果から、３階西側の南北はりの著しい損傷が確認されている。

一方、４号機原子炉建屋３階では、天井部よりも床部での著しい損傷が確認されている。

このため、３号機原子炉建屋の損壊状況との比較検討のため、４号機原子炉建屋３階及び２階を中心として、４号機

原子炉建屋内の現地調査を行った。

（２）調査日時等

①令和２年 １月１６日（木）～１７日（金） ３号機SGTS室内の調査

４号機原子炉建屋内 等

（３）調査実施者

１月１６日（木） ３号機SGTS室等 原子力規制庁職員 ８名

１月１７日（金） ４号機原子炉建屋等 原子力規制庁職員 ５名、外部専門家 １名、ＪＡＥＡ ２名
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（４）被ばく線量

①令和２年 １月１６日（木）～１７日（金） 最大：0.39 mSv、最小：0.04 mSv （４号機R/B等） 8名

※被ばく線量[mSv]の最大、最小は、調査実施者[名]のうち、最も被ばく線量の高い人の値と低い人の値を示した。
また、現地調査で主に調査を行った建屋等を（ ）で並記した。

４号機原子炉建屋内の現地調査の実施概要
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（５）調査資機材等

①令和２年 １月１６日（木）～１７日（金） アロカ製電離箱（ICS-323C）、テレテクター（GM計数管）、

SAM940（LaBr結晶）

※その他、撮影機材（撮影カメラ、小型カメラ（GoPro））、照明（フラット、マグライト）を使用。

SAM９４０（LaBr結晶）テレテクター（GM計数管）

４号機原子炉建屋内の現地調査の実施概要
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（６）調査結果

 ４号機原子炉建屋内調査として、原子炉建屋３階及び２階の天井部分、床部分の損壊状況を確認した。

 １号機タービン建屋SGTS室へのアクセス性確認、３号機SGTS室内の線量測定、サンプリング予備調査、

３号機タービン建屋内高線量瓦礫のサンプリング予備調査を行った。

４号機原子炉建屋内の現地調査の実施概要
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東京電力「福島第一原子力発電所
原子炉設置変更許可申請書」
（平成15年6月現在）を基に作成

現地調査箇所
（令和2年1月17日）

○４号機原子炉建屋
（東西断面）
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１階

４号機原子炉建屋（平面図）

東京電力資料及び政府事故調報告書
より抜粋一部加工

現地調査ルート
（令和2年1月17日）



9

２階

４号機原子炉建屋（平面図）

東京電力資料及び政府事故調報告書
より抜粋一部加工

現地調査ルート
（令和2年1月17日）

３階
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４号機原子炉建屋（平面図）

東京電力資料及び政府事故調報告書
より抜粋一部加工

４階
現地調査ルート
（令和2年1月17日）

５階



4号機R/B 2階
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○４号機原子炉建屋２階梁の損傷箇所

梁 梁の損傷箇所

令和2年1月17日原子力規制庁撮影
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３号機原子炉建屋４階の構造物について

～３号機原子炉建屋４階西側の柱、堰等の構造物～
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No. コメント、事実確認等 対応状況 検討会資料

6 3号機3階西のハリの破損箇所の上階（4階）に柱はなかったのか。（5階の
爆発の力を4階床に伝える構造物はなかったのか。）

東電HDから提示済み 本資料で説明

7 3号機4階西のMGセット周囲の堰の有無 東電HDから提示済み 本資料で説明

○第９回検討会（12月26日）におけるコメント等整理表（抜粋）

東京電力ホールディングス株式会社から提示された資料

 3R主要配管サポート点検除染委託報告書（CBF3-92-H304）等
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○３号機原子炉建屋 ４階（平面図）

柱

堰（油漏えい防止堰）

原子力規制庁において、東京電力ホールディングス
株式会社の提供資料を一部加工

東京電力HD提供（事故前の写真）

東京電力HD提供（事故前の写真）

東京電力HD提供（事故前の写真）

東京電力HD提供（事故前の写真）
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【 参 考 】

３号機及び４号機の原子炉建屋３階の損傷状況の比較

 ３号機原子炉建屋及び４号機原子炉建屋の２階、３階、４階平面図

の比較

 ４号機原子炉建屋２階、３階、４階の空間線量率

 ４号機原子炉建屋２階、３階のこれまでの損傷状況の概要

 ３号機原子炉建屋３階のこれまでの損傷状況の概要



3号機R/B 2階 4号機R/B 2階
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３号機原子炉建屋２階平面図及び４号機原子炉建屋２階平面図の比較

梁 梁の損傷箇所

未調査



3号機R/B 3階 4号機R/B 3階
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３号機原子炉建屋３階平面図及び４号機原子炉建屋３階平面図の比較

梁 梁の損傷箇所 ４階の柱（東京電力HD提示）



3号機R/B 4階 4号機R/B 4階
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３号機原子炉建屋４階平面図及び４号機原子炉建屋４階平面図の比較

未調査

梁 梁の損傷箇所 ４階の柱（東京電力HD提示）



４号機原子炉
建屋 ２階
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建屋内の空間線量率について
データ採取期間
4号機：2018年1月1日～2018年12月31日
（2019年3月29日東京電力ホールディング
ス株式会社福島第一廃炉推進カンパニー）
より抜粋

単位：mSv/h

【 参 考 】



４号機原子炉
建屋 ３階
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建屋内の空間線量率について
データ採取期間
4号機：2018年1月1日～2018年12月31日
（2019年3月29日東京電力ホールディング
ス株式会社福島第一廃炉推進カンパニー）
より抜粋

単位：mSv/h

【 参 考 】



４号機原子炉
建屋 ４階
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建屋内の空間線量率について
データ採取期間
4号機：2018年1月1日～2018年12月31日
（2019年3月29日東京電力ホールディング
ス株式会社福島第一廃炉推進カンパニー）
より抜粋

単位：mSv/h

【 参 考 】
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４号機原子炉建屋２階、３階のこれまでの損傷状況の概要

 平成２５年７月、令和元年７月、１２月の現地調査等

【 参 考 】



4号機原子炉建屋 3階
（平成25年7月11日原子力規制庁撮影）
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４号機原子炉建屋３階の損傷状況の概要
【 参 考 】
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令和元年7月26日原子力規制庁撮影

令和元年7月26日原子力規制庁撮影

令和元年7月26日原子力規制庁撮影

令和元年7月26日原子力規制庁撮影

令和元年12月20日原子力規制庁撮影

４号機原子炉
建屋 ３階

令和元年12月20日原子力規制庁撮影

平成25年7月11日原子力規制庁撮影

【 参 考 】



４号機原子炉
建屋 ２階
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令和元年12月20日原子力規制庁撮影

【 参 考 】
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３号機原子炉建屋３階のこれまでの損傷状況の概要

 令和元年１１月、１２月の現地調査等

【 参 考 】



３号機原子炉
建屋 ３階
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令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影

梁

※12/26の検討会にお

いて撮影箇所を修正し
ました。

【 参 考 】



・50mSv/h

・45mSv/h ・30mSv/h ・35mSv/h

・25mSv/h

・20mSv/h

2mSv/h・

5mSv/h・

・14mSv/h

床から3m 40mSv/h

PCV側

３号機原子炉
建屋 ３階

令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影
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【 参 考 】
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２号機オペフロの調査結果について

～令和２年１月３０日現地調査結果～
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シミュレーションと実測の比較

－線源が表面の場合
－線源が60cm深部の場合
・ 実測結果

汚染状況の把握

目的②（事故の分析に資する調査）
 事故の分析の観点から、規制庁は、オペフロにおいて、シールドプラグ上のγ線源の分布を測定、分析することで、事

故当時に放出された放射性物質がどのような経路を通じて放出されたのか、また現在付着している放射性物質の核
種や吸着量の検討を行う。

東京電力所有の調査ロボットを用いた遠隔測定

γ線検出器
散乱してエネルギー
が低くなったγ線を捉
える機能を持つ

東京電力より提供

目的①（リスク低減、燃料取り出し工法や作業時の線量低減に資する調査）
 東京電力による２号機原子炉建屋オペレーティングフロア（オペフロ）の除染において、表面の汚染が線源と想定して
床面の洗浄やハツリ等の除染作業を行っているが、現時点で十分な線量率の低減効果が得られていない。

 規制庁は、原子炉直上のシールドプラグの下面等に高密度の汚染があり、これが大きな線源となっていると推定。
 規制庁は、オペフロ上において線源がシールドプラグ下面などの深部にあることを確認する。
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東京電力「福島第一原子力発電所
原子炉設置変更許可申請書」
（平成15年6月現在）を基に作成

現地調査箇所
（令和2年1月30日）

○２号機原子炉建屋
（東西断面）
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○２号機５階オペフロ（平面図）

５階

2018.11.6東京電力ホールディングス株式会社撮影

15.2m

15.2m



約8度

約17度約4度

視野 約１３５度

○２号機５階オペフロ（ガンマカメラ撮影範囲）

令和２年１月３０日原子力規制庁撮影、一部加工
32



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

２号機原子炉ウェルプラグ上の線量率に起因する線源調査結果について

～遠隔操作ロボットによる線量率測定結果～

東京電力ホールディングス株式会社

2020. 2. 3

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会　第10回会合
　　　　　　　　資料3（参考）



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 1

調査結果

測定
点

鉛遮蔽なし
APD①

鉛遮蔽あり
APD②

比率
(②/①)

① 10.6 7.89 0.75

② 13.2 9.06 0.68

③ 153 120 0.78

④ 291 262 0.90

⑤ 165 148 0.90

⑥ 360 335 0.93

⑦ 683 657 0.96

⑧ 473 428 0.90

⑨ 164 131 0.80

 測定日 ：2020年1月30日

 測定場所：２号機原子炉建屋オペレーティングフロア

 測定器 ：電子式個人線量計２個（鉛2mmの遮蔽付：APD②、アクリル2mmのケース付：APD①）

(データ出力：２分間の積算線量[mSv/2min] ※抽出後に1時間相当[mSv/h]に換算）

 測定位置：横方向）右下図中を参照、高さ方向）床面より約10cm

 測定結果：測定値[1cm線量率]は左下の表を参照。

（単位：mSv/h）



東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会　第10回会合
　　　　　　　　資料3（参考）



東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会　第10回会合
　　　　　　　　資料3（参考）





政府事故調報告書（最終報告）（資料編）（平成２４年７月２３日東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会）より抜粋

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会　第10回会合
　　　　　　　　資料3（参考）



ここにテキストを入力

政府事故調報告書（最終報告）（資料編）（平成２４年７月２３日東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会）より抜粋



政府事故調報告書（最終報告）（資料編）（平成２４年７月２３日東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会）より抜粋



政府事故調報告書（最終報告）（資料編）（平成２４年７月２３日東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会）より抜粋



東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会　第10回会合
　　　　　　　　資料3（参考）
































